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「数理・データサイエンス・AI 教育プログラムにおけるPBLの現在と未来」

広島工業大学大学における

PBL実施事例紹介



広島工業大学
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工学部

情報学部

環境学部

生命学部

大学院

電子情報工学科 電気システム工学科 機械システム工学科

知能機械工学科 環境土木工学科 建築工学科

情報工学科 情報コミュニケーション学科

地球環境学科 建築デザイン学科

生体医工学科 食品生命学科

◆4学部12学科構成，収容定員 4,320名



IoT・AI・データサイエンス教育研究推進センター
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◆ IoT，AI，データサイエンスに係わる教育／研究活動を全学的に支援する
センター (2020.9～)

◆ 教育活動の推進支援

✓ 全学生が「AI・データサイエンス」に関する知識を習得できる機会の創出

✓ 企業・地域社会と連携した次代を担う人材の育成（リカレント教育の実施，
企業インターンシップの設計など）

◆ 研究活動の推進支援

✓ IoT・AI・データサイエンスにより企業／地域社会の課題を解決するための
共同研究の拡充



数理・データサイエンス・AI教育
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◆ 2020年度から新教育プログラム「HIT.E ▶2024」を運用．

AI・データサイエンス入門

1年

4年

3年

2年

基礎知識
修得

応用力
修得

実践力
強化

AI・データサイエンスを利活用できる人材の輩出

社会における
データ・AI利活用

データリテラシー
データ・AI利活用に

おける留意事項

アルゴリズム プログラミング統計・数理基礎 ・・・

AI・データサイエンス応用

データサイエンス
基礎

データエンジニア
リング基礎

AI×データ活用の実践

AI・データサイエンスを活用した卒業研究，

企業等との共同研究

①

企業や他大学等と連携した問題解決型学習

画像音声処理

機械学習人工知能

データ解析

自然言語処理

データマイニング

②

①「Society5.0時代に向けたAI・データサイエンス入門教育プログラム」（全学部・学科）

②「Society5.0時代に向けたAI・データサイエンス応用教育プログラム」（情報学部）

③「AI・データサイエンス応用教育プログラム（工学部・環境学部・生命学部）」

③

認定の有効期限：
令和8年3月31日まで

認定の有効期限：
②令和9年3月31日まで
③令和10年3月31日まで



西日本アライアンス 共同PBL
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◆ 大阪大学 数理・データ科学教育研究センター主催の西日本アライアンス
共同PBLに初回（2021年度）から参加．

✓ 2021年度： 「Competitionに挑戦！」 SIGNATE提供課題

✓ 2022年度： 「視聴率を予測しよう！」 電通（杉山様，川田様）

✓ 2023年度： 「実践！データサイエンティスト」 日立システムズ（板井様）

 音楽ラベリングとスパムメール分類に関するCompetition用データを活用してAI
モデルを開発し，過去の成果（200件以上）の中で，共に2位となる好成績を収めた．

課題2: スパムメール分類課題1: 音楽ラベリング

（２０２１年度の成果例）



◆ 単位認定しない夏季休業期間中のイベントとして実施．

◆ 学部３年生から大学院生を主対象として参加者を募集．

◆ 大学院生/4年生をリーダとしてチームを編成．

本学での実施方法
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年度 学部3年生 学部4年生 大学院生 合計 チーム数

2021 5 5 5 15 5

2022 24 (2年生 1名含) 9 4 37 6

2023 10 5 3 18 6

大学院生

学部4年生

学部3年生

リーダ

チームA チームB チームC

・・・

次期リーダ候補



2022年度の取り組み詳細
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2022年度の取り組み詳細（続き）
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◆ ２０２２年度は，8/4(木)～9/22(木)の期間で下表の流れで実施した．

ガイダンスの様子 チーム編成後の顔合わせ 学内最終発表会の様子

実施日時 実施場所 実施内容

★全員集合★
8/4(木) 10:00～12:00

新4号館
418

ガイダンス・チーム編成・課題説明

チーム内で進め方や今後のスケジュール等を決める．

8/5(金)～9/4(日) ー
手法開発に向けた準備（個人ワーク）

予測手法の開発に向けて，個々人で事前学習を進める．

9/5(月)～9/19(月) ー
手法開発（グループワーク）

チーム毎に対面/オンラインで議論を重ね，予測手法の開発を進める．

★全員集合★
 9/20(火) 13:00～15:00

新4号館
418

学内最終発表会

チーム毎に成果を発表し合い，予測精度の高さを競う．

★全員集合★
9/22(木) 13:30～16:30

新4号館
418

最終発表会（他大学と合同）

成績上位2チームが他大学との成果発表会（オンライン）でプレゼンする．



2022年度共同PBLの成果
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◆ データ分析やプログラミングのスキル向上，AI手法開発経験の蓄積．

✓ データの特徴量抽出・可視化，各種AIモデルを用いた学習・検証

◆ PBLを通したコミュニケーションスキルの醸成．



2022年度受講生の反応
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◆ 約90％の学生が「難しかった」と回答したものの，全チームともリーダを
中心に成果をまとめ上げることができた． ※ 回答数30（回答率80％）

◆ 約93％の学生が期待通りのPBLであったと評価した．その理由の代表例
を以下に示す．

✓ 大量のデータを扱うという貴重な体験ができた．

✓ 難しい内容であったが，その分新たな知識やスキルを身につけることができた．

✓ 課題に対して十分に取り組み，満足のいく結果になった．

✓ 結果的には不完全燃焼で終わってしまったが，よい体験となった．

✓ 一人では絶対にできない難易度だったので良かった．

✓ 自分の技術的な向上の他にも，グループワークを通して協働性も高くなったと感じた．

✓ チームで成果を出すという機会はあまりなかったため，貴重な経験だった．

✓ 他の方の発表を聞き，自分が悩んでいた部分が解決できた．

✓ 他大学の分析が自分たちとは異なる切り口でアプローチしていて，とても面白かった．

✓ 今回は下級生を指揮する立場で参加し，以前とは異なる視点で学びがあった．



まとめ： 本取り組みの特徴など
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◆ 学部生から大学院生の混成チームで取り組み，役割を意識させる．

✓ 友達同士ではない適度な緊張感．リーダにはチームメンバの教育も任せている．

✓ モチベーションが高い下級生には，翌年リーダとして参加させる．

◆ 事前準備に時間をかけ（主は個人ワーク），続くチーム内議論の質を高める．

◆ 教員の役割は声掛け程度で，基本は口を出さない．

✓ 単位認定しない取り組みだからこそ許容される．

✓ 極論，良い結果が出なくても，過程を含めて「学び」はあると割り切っている．

✓ 学生達の「気づき」の機会を奪わないように努める．

◆ チーム毎に競い合う／他大学の方々に成果を披露する（ここでも競う）こと
の教育効果は大きい．

◆ 実務専門家の方々から学生が学ぶことは多い．

皆様の今後の取り組みの参考となれば幸いです．
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